
Ⅰ．問題と目的
　平成 28 年に中央教育審議会（2016）は「幼稚園，小
学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要
領等の改善及び必要な方策について」を答申し，特別活
動を要とした教育活動全体を通じたキャリア教育の充実
を図るため，小学校から高等学校までの各教科等の諸活
動における学びのプロセスを児童生徒が記述し振り返る
ためのポートフォリオ的教材である，キャリア・パスポー
トを作成し，活用することを提言した。
　2017 年から公示された学習指導要領の総則では，児
童生徒が「学ぶことと自己の将来とのつながりを見通し
ながら，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる
資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活
動を要としつつ各教科等の特質に応じて，キャリア教育
の 充 実 を 図 る こ と 」（ 文 部 科 学 省，2017a，2017b，
2017c，2018，2019a）を明示している。また，小学校，
中学校，高等学校学習指導要領の特別活動に関する「学
級活動」，「ホームルーム活動」の「内容の取扱い」にお
いて，「学校，家庭及び地域における学習や生活の見通
しを立て，学んだことを振り返りながら，新たな学習や
生活への意欲につなげたり，将来の生き方を考えたりす
る活動を行う」際に，児童生徒が「活動を記録し蓄積す
る教材等を活用すること」（文部科学省，2017a，2017b，

2018）と示している。
　また文部科学省は，平成 29 年度から平成 30 年度にか
けて「キャリア・パスポート（仮称）」普及・定着事業
を実施し，児童生徒が活動を記録し蓄積する教材として

「キャリア・パスポート」の在り方や活用方法について
検討を進め，平成 30 年に設置した「キャリア・パスポー
ト」導入に向けた調査研究協力者会議の下，「キャリア・
パスポート」の例示資料及び指導上の留意事項等につい
ての取りまとめを行っている。
　そして，文部科学省（2019b）は「キャリア・パスポー
ト例示資料等について」を発出しているが，その中でキャ
リア・パスポートの定義を「児童生徒が，小学校から高
等学校までのキャリア教育に関わる諸活動について，特
別活動の学級活動及びホームルーム活動を中心として，
各教科等と往還し，自らの学習状況やキャリア形成を見
通したり振り返ったりしながら，自身の変容や成長を自
己評価できるよう工夫されたポートフォリオのことであ
る」と示している。また，児童生徒にとっての目的を「小
学校から高等学校を通じて，児童生徒にとっては，自ら
の学習状況やキャリア形成を見通りしたり，振り返った
りして，自己評価を行うとともに，主体的に学びに向か
う力を育み，自己実現につなぐもの」とし，教師にとっ
ては「その記述をもとに対話的にかかわることによって，
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とやキャリア教育のアウトカム評価として活用すると
いったキャリア・パスポートの活用手段を調査し，生徒
のキャリア意識や学びに対する姿勢との関連性を検討し
ている。特別支援学校におけるキャリア・パスポートの
効果的な活用を検討するためにもその活用手段について
着目し，現状を把握する必要がある。
　菊地（2021b）は，特別支援学校（知的障害）におけ
るキャリア・パスポートへの対応について，目標の設定
や振り返りの取組において可視化や具体化，共有化する
必要性やポートフォリオ機能の活用手段について検討す
る必要性を指摘している。
　コロナ禍の影響もあり，特別支援学校においてはキャ
リア・パスポートの作成や活用が十分に進んでいないこ
とが推測されるが，その導入を促進するためにも，活用
手段を検討する必要がある。以上のことから，本研究で
は，特別支援学校（知的障害）におけるキャリア・パス
ポートの活用手段と活用状況の関連性を検討することを
目的とした。

Ⅱ．方法
　本研究は，筆者らが「特別支援学校（知的障害）にお
けるキャリア・パスポートの作成と活用に関する実態調
査」として行ったものの一部である。キャリア・パスポー
トを作成している者のみを対象とし，主にキャリア・パ
スポートの作成や活用した効果と課題を検討した研究は
すでに別稿（藤川・杉中・菊地，2024）に掲載済みであ
る。本研究の目的はキャリア・パスポートの活用手段と
活用状況の関連性を検討することであり，研究目的と分
析方法が異なる。また，分析で用いるデータ（①キャリ
ア・パスポートの活用手段，②キャリア・パスポートの
活用状況）に重複性はない。

１．対象者
　全国特別支援学校知的障害教育校長会に加盟している
663 校（分校・分教室も含む）小学部・中学部・高等部
の各学部において，キャリア・パスポートの活用状況に
ついて把握している教師を対象とした。令和４年度全国
特別支援学校知的障害教育校長会研究協議会において講
師を務めた研究代表者が加盟校の校長に対して依頼文の
配布と趣旨説明を行い，回答は Google Forms を利用し
た。結果，364 校（回収率 54.9％）に所属する教師 650
人から回答があった。本研究においては回答者のうち，
キャリア・パスポートを作成していると回答した者（203
校 345 人）を分析の対象とした。分析対象者の勤務校と
人数は，本校 170 校 304 人，分校・分教室 33 校 41 人で
あった。また，所属学部は小学部 84 人，中学部 85 人，
高等部 176 人であった。担当分掌・役職は，学部主事・
主任は 118 人，進路指導担当は 83 人，教務担当は 58 人，
管理職は 30 人，キャリア教育担当は 17 人，学習指導担
当は９人，主幹教諭は６人，研究主任は５人，学科・コー
ス主任は４人，その他として，学年主任や特別活動担当
等 15 人であった。

児童生徒の成長を促し，系統的な指導に資するもの」と
示している。
　国立教育政策研究所（2021）による小学校，中学校，
高等学校におけるキャリア・パスポートに関する調査で
は，各学校種において作成率は高くないものの，作成し
ている学校ではキャリア・パスポートが有用であると捉
えていることを報告している。例えば小学校では，作成
することによって，キャリア教育に期待される児童の学
習意欲を高めることを示唆しており，中学校では，作成
している学校の学級担任は生徒のキャリア発達を意識し
た指導に取り組んでいるとし，高等学校では，ホームルー
ム担任がキャリア・パスポートを進路支援の資料として
活用しているクラスは，生徒の人間関係形成・社会形成
能力や課題対応能力が高いことを明らかにしている（国
立教育政策研究所，2021）。
　一方，特別支援学校におけるキャリア・パスポートの
調査については，藤川・杉中・菊地（2024）が，キャリ
ア・パスポートの様式，キャリア・パスポートに関する
校内研修，キャリア・パスポートが教員と児童生徒に与
える効果や課題を報告している。その報告（藤川・杉中・
菊地，2024）によれば，キャリア・パスポートの様式は，

「学校（分校・分教室）で独自に検討した様式」との回
答が約４割，キャリア・パスポートの校内研修を実施し
ていないとの回答が約５割，キャリア・パスポートが教
員に与える効果として「児童生徒のこれまでの学びや思
いを理解できる」との回答が約７割，児童生徒に対して
与える効果として，「これまでの学びを可視化でき，振
り返りができる」との回答が約７割，教員側の課題とし
て「自己表出の難しい児童生徒への取組み」の回答が約
６割，児童生徒側の課題として「自身の課題や目標の自
覚」との回答が約６割であったことを明らかにしている。
しかしながら，現時点で特別支援学校におけるキャリア・
パスポートに関する活用状況についての調査は上記の他
は見当たらない。
　また，「キャリア・パスポート例示資料等について」（文
部科学省，2019b）においては，小学校，中学校，高等
学校におけるキャリア・パスポートの様式例はあるもの
の，特別支援学校の様式例は示されていない。加えて，
同通知文書（文部科学省，2019b）では，「特別支援学校
においては，個別の教育支援計画や個別の指導計画等に
よりキャリア・パスポートの目的に迫ることができると
考えられる場合は，児童生徒の障害の状態や特性及び心
身の発達の段階等に応じた取組や適切な内容とするこ
と」と示している。石川・任・内田・霜田（2024）は，「キャ
リア・パスポートと個別の指導計画・個別の教育支援計
画がどのような位置付けで，どのように両立させていく
かは明確に定まっていない部分も多く，現場では混乱が
起きている」と指摘している。そのため，キャリア・パ
スポートの目的や定義を踏まえた特別支援学校における
活用状況を明らかにする必要があると考えた。
　国立教育政策研究所（2021）は，キャリア・パスポー
トを教師が生徒を理解するための資料として活用するこ
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ながりを実感する手段として活用」しているのは 53 人
（15.4％），していないのは 292 人（84.6％）であった。

２．キャリア・パスポートの活用手段とキャリア・パス
ポートの活用状況の関連性
　キャリア・パスポートの活用手段について，実施して
いる群（以下，あり群）と実施していない群（以下，な
し群）に分け，キャリア・パスポートの活用状況の平均
得点を算出し，ｔ検定を行った（表１）。
　「児童生徒の思いや願いから目標を設定する手段」に
おいて，「児童生徒にとって，学習状況を見通したり，
振り返ったりするものとなっている」（ｔ（343）＝ 3.80，
P ＜ .001），「児童生徒にとって，キャリア形成を見通し
たり，振り返ったりするものとなっている」（ｔ（343）
＝ 4.52，P ＜ .001），「児童生徒にとって，自身の変容や
成長を自己評価するものとなっている」（ｔ（343）＝ 3.01，
P ＜ .01），「児童生徒にとって，主体的に学びに向かう
力を育み，自己実現につなぐものとなっている」（ｔ（343）
＝ 4.28，P ＜ .001），「教師にとって，児童生徒の自己評
価をもとに対話的にかかわるものとなっている」（ｔ

（343）＝ 4.44，P ＜ .001），「特別活動を中心としつつ各
教科と往還して活用するものとなっている」（ｔ（343）
＝ 3.12，P ＜ .01），「家庭や地域における学びを児童生
徒の自己のキャリア形成に生かすものとなっている」（ｔ

（343）＝ 2.60，P ＜ .05），「児童生徒が自己有用感を醸
成する対話ができるものとなっている」（ｔ（343）＝ 3.36，
P ＜ .001），「児童生徒が自己変容を自覚する対話ができ
るものとなっている」（ｔ（343）＝ 2.80，P ＜ .01）では，
あり群がなし群に比べて得点は有意に高かった。
　「児童生徒が自分の育ちに気付く手段」において，「児
童生徒にとって，キャリア形成を見通したり，振り返っ
たりするものとなっている」（ｔ（343）＝ 2.06，P ＜ .05），

「児童生徒が自己有用感を醸成する対話ができるものと
なっている」（ｔ（343）＝ 4.27，P ＜ .001），「児童生徒
が自己変容を自覚する対話ができるものとなっている」

（ｔ（343）＝ 4.05，P ＜ .001）では，あり群がなし群に
比べて得点は有意に高かった。
　「児童生徒の思いや願いを表出する手段」において，
活用状況の９項目では，あり群となし群の得点に有意な
差は見られなかった。
　「児童生徒が課題を解決する際の手段」において，「児
童生徒にとって，学習状況を見通したり，振り返ったり
するものとなっている」（ｔ（343）＝ 2.62，P ＜ .01），「児
童生徒にとって，キャリア形成を見通したり，振り返っ
たりするものとなっている」（ｔ（343）＝ 6.02，P ＜ .001），

「児童生徒にとって，自身の変容や成長を自己評価する
ものとなっている」（ｔ（343）＝ 3.36，P ＜ .01），「児
童生徒にとって，主体的に学びに向かう力を育み，自己
実現につなぐものとなっている」（ｔ（343）＝ 5.36，P
＜ .001），「教師にとって，児童生徒の自己評価をもとに
対話的にかかわるものとなっている」（ｔ（343）＝ 3.34，
P ＜ .01），「家庭や地域における学びを児童生徒の自己

２．期間
　2022 年６月中旬から９月下旬までであった。

３．調査内容
　調査票は選択式及び自由記述式とした。本研究におけ
る主な項目は①キャリア・パスポートの活用手段，②キャ
リア・パスポートの活用状況であった。
①キャリア・パスポートの活用手段については，キャリ
ア・パスポートをどのような手段として活用しているか
について，５項目を設定し，実施の有無について回答を
求めた。
②キャリア・パスポートの活用状況については，９項目
を設定し，「あてはまる」，「ややあてはまる」，「わずか
にあてはまる」，「わずかにあてはまらない」，「ややあて
はまらない」，「あてはまらない」の６件法で回答を求め
た。
　調査項目の作成にあたっては，菊地（2013），石羽根

（2021）の先行研究や文部科学省（2019b）を参考にした。
原案となる調査項目を作成後，予備調査として，特別支
援学校（知的障害）に勤務し，キャリア教育の推進に携
わる教師 28 名に対し，回答と修正を依頼し，調査項目
の内容的妥当性の検討と修正を図った。

４．分析方法
　キャリア・パスポートの活用状況の９項目について，

「あてはまる」を６点，「ややあてはまる」を５点，「わ
ずかにあてはまる」４点，「わずかにあてはまらない」を
３点，「ややあてはまらない」を２点，「あてはまらない」
を１点として点数化した。次に，キャリア・パスポート
の活用手段について，実施の有無の２群に分け，キャリ
ア・パスポートの活用状況について各群の差異の有無を
分析するため，ｔ検定を行った。

５．倫理的配慮
　弘前大学教育学部倫理委員会の承認を受けて実施し
た。調査は無記名で実施し，個人は特定されないことを
依頼文にて記載し，回答をもって調査への同意とした。
また，本論文に関して，開示すべき利益相反関連事項は
ない。

Ⅲ．結果
１．キャリア・パスポートの活用手段
　「児童生徒の思いや願いから目標を設定する手段とし
て活用」しているのは 233 人（67.5％），していないの
は 112 人（32.5％）であった。「児童生徒が自分の育ち
に気付く手段として活用」しているのは 191 人（55.4％），
していないのは 154 人（44.6％）であった。「児童生徒
の思いや願いを表出する手段として活用」しているのは
189 人（54.8％），していないのは 156 人 （45.2％）であっ
た。「児童生徒が課題を解決する際の手段として活用」
しているのは 76 人（22.0％），していないのは 269 人

（78.0％）であった。「児童生徒が各教科等での学びのつ
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長を自己評価するものとなっている」（ｔ（343）＝ 2.71，
P ＜ .01），「児童生徒にとって，主体的に学びに向かう
力を育み，自己実現につなぐものとなっている」（ｔ（343）
＝ 3.26，P ＜ .01），「教師にとって，児童生徒の自己評
価をもとに対話的にかかわるものとなっている」（ｔ

（343）＝ 2.69，P ＜ .01），「特別活動を中心としつつ各
教科と往還して活用するものとなっている」（ｔ（343）
＝ 2.23，P ＜ .05），「家庭や地域における学びを児童生

のキャリア形成に生かすものとなっている」（ｔ（343）
＝ 2.56，P ＜ .05），「児童生徒が自己有用感を醸成する
対話ができるものとなっている」（ｔ（343）＝ 3.63，P
＜ .001），「児童生徒が自己変容を自覚する対話ができる
ものとなっている」（ｔ（343）＝ 2.82，P ＜ .01）では，
あり群がなし群に比べて得点は有意に高かった。
　「児童生徒が各教科等での学びのつながりを実感する
手段」において，「児童生徒にとって，自身の変容や成

児童生徒の思いや願いから
目標を設定する手段

児童生徒が自分の
育ちに気付く手段

児童生徒の思いや願いを表
出する手段

平均得点 
（標準偏差）

平均得点 
（標準偏差）

平均得点 
（標準偏差）

あり なし ｔ値 あり なし ｔ値 あり なし ｔ値
キャリア・パスポートは
児童生徒にとって，学習
状況を見通したり，振り
返ったりするものとなっ
ている

4.83 
（1.03）

4.60 
（1.19）

3.80
***

4.83 
（1.03）

4.60 
（1.19） 1.90 4.80 

（1.19）
4.63 

（0.99） 1.47

キャリア・パスポートは
児童生徒にとって，キャ
リア形成を見通したり，
振り返ったりするものと
なっている

4.63 
（1.07）

4.37 
（1.26）

4.52
***

4.63 
（1.07）

4.37 
（1.26）

2.06
*

4.55 
（1.25）

4.47 
（1.06） 0.60

キャリア・パスポートは
児童生徒にとって，自身
の変容や成長を自己評価
するものとなっている

4.77 
（1.12）

4.61 
（1.14）

3.01
**

4.77 
（1.12）

4.61 
（1.14） 1.30 4.74 

（1.20）
4.65 

（1.05） 0.67

キャリア・パスポートは
児童生徒にとって，主体
的に学びに向かう力を育
み，自己実現につなぐも
のとなっている

4.48 
（1.09）

4.30 
（1.21）

4.28
***

4.48 
（1.09）

4.30 
（1.21） 1.47 4.47 

（1.23）
4.31 

（1.05） 1.26

キャリア・パスポートは
教師にとって，児童生徒
の自己評価をもとに対話
的にかかわるものとなっ
ている

4.77 
（1.01）

4.55 
（1.16）

4.44
***

4.77 
（1.01）

4.55 
（1.16） 1.96 4.65 

（1.17）
4.71 

（0.97） 0.52

キャリア・パスポートは
特別活動を中心としつつ
各教科と往還して活用す
るものとなっている

3.97 
（1.42）

3.81 
（1.47）

3.12
**

3.97 
（1.42）

3.81 
（1.47） 1.08 3.93 

（1.47）
3.86 

（1.42） 0.46

キャリア・パスポートは
家庭や地域における学び
を児童生徒の自己のキャ
リア形成に生かすものと
なっている

3.86 
（1.45）

3.77 
（1.39）

2.60
*

3.86 
（1.45）

3.77 
（1.39） 0.60 3.87 

（1.46）
3.75 

（1.37） 0.80

キャリア・パスポートは
児童生徒が自己有用感を
醸成する対話ができるも
のとなっている

4.56 
（1.07）

4.03 
（1.25）

3.36
***

4.56 
（1.07）

4.03 
（1.25）

4.27
***

4.40 
（1.20）

4.23 
（1.16） 1.30

キャリア・パスポートは
児童生徒が自己変容を自
覚する対話ができるもの
となっている

4.54 
（1.06）

4.05 
（1.20）

2.80
**

4.54 
（1.06）

4.05 
（1.20）

4.05
***

4.34 
（1.21）

4.29 
（1.07） 0.45

＊P ＜ .05，＊＊P ＜ .01，＊＊＊P ＜ .001.

表１　キャリア・パスポートの活用方法と活用状況との関連性（その１）
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測される。従前から特別支援学校では，個別の教育支援
計画の作成や活用を進めてきており，干川（2013）は，
個別の教育支援計画の作成において児童生徒の思いを生
かすことの重要性を指摘し，大崎（2011）は個別の教育
支援計画における児童生徒の願いから目標を設定した効
果を報告している。キャリア・パスポートを児童生徒の
思いや願いから目標を設定する手段として活用している
群は，個別の教育支援計画作成のノウハウをキャリア・
パスポートにも効果的に活用している可能性がある。な
お，石羽根（2022）は，児童生徒の願いを踏まえた「願
いシート」から児童生徒自身が取り組みたい内容を選択
し，「目標シート」を教師と対話し作成することによって，
目標の具体化や自己化につながったキャリア・パスポー

徒の自己のキャリア形成に生かすものとなっている」（ｔ
（343）＝ 2.84，P ＜ .01），「児童生徒が自己有用感を醸
成する対話ができるものとなっている」（ｔ（343）＝ 2.41，
P ＜ .05），「児童生徒が自己変容を自覚する対話ができ
るものとなっている」（ｔ（343）＝ 2.50，P ＜ .05）では，
あり群がなし群に比べて得点は有意に高かった。

Ⅳ．考察
１．キャリア・パスポートの活用手段とキャリア・パス
ポートの活用状況の関連性
　児童生徒の思いや願いを踏まえて目標を設定する手段
としてキャリア・パスポートを活用している場合は，活
用していない場合よりも効果的に活用していることが推

表１　キャリア・パスポートの活用方法と活用状況との関連性（その２）

児童生徒が課題を
解決する際の手段

児童生徒が各教科等での学びの
つながりを実感する手段

平均得点 
（標準偏差）

平均得点 
（標準偏差）

あり なし ｔ値 あり なし ｔ値
キャリア・パスポートは児童
生徒にとって，学習状況を見
通したり，振り返ったりする
ものとなっている

4.99 
（0.93）

4.65 
（1.14）

2.62
**

4.94 
（0.84）

4.68 
（1.14） 1.93

キャリア・パスポートは児童
生徒にとって，キャリア形成
を見通したり，振り返ったり
するものとなっている

5.07 
（0.79）

4.36 
（1.21）

6.02
***

4.72 
（1.17）

4.48 
（1.16） 1.37

キャリア・パスポートは児童
生徒にとって，自身の変容や
成長を自己評価するものと
なっている

5.04 
（0.96）

4.60 
（1.16）

3.36
**

5.02 
（0.89）

4.64 
（1.16）

2.71
**

キャリア・パスポートは児童
生徒にとって，主体的に学び
に向かう力を育み，自己実現
につなぐものとなっている

4.89 
（0.81）

4.26 
（1.20）

5.36
***

4.79 
（0.91）

4.33 
（1.18）

3.26
**

キャリア・パスポートは教師
にとって，児童生徒の自己評
価をもとに対話的にかかわる
ものとなっている

4.99 
（0.86）

4.59 
（1.13）

3.34
**

4.98 
（0.87）

4.62 
（1.11）

2.69
**

キャリア・パスポートは特別
活動を中心としつつ各教科と
往還して活用するものとなっ
ている

4.04 
（1.42）

3.86 
（1.45） 0.95 4.30 

（1.46）
3.83 

（1.43）
2.23

*

キャリア・パスポートは家庭
や地域における学びを児童生
徒の自己のキャリア形成に生
かすものとなっている

4.18 
（1.45）

3.72 
（1.40）

2.56
*

4.32 
（1.41）

3.73 
（1.40）

2.84
**

キャリア・パスポートは児童
生徒が自己有用感を醸成する
対話ができるものとなってい
る

4.75 
（0.99）

4.20 
（1.21）

3.63
***

4.68 
（1.07）

4.26 
（1.19）

2.41
*

キャリア・パスポートは児童
生徒が自己変容を自覚する対
話ができるものとなっている

4.64 
（1.00）

4.23 
（1.18）

2.82
**

4.68 
（0.98）

4.25 
（1.17）

2.50
*

＊P ＜ .05，＊＊P ＜ .01，＊＊＊P ＜ .001.
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なされ，生徒が自分の成長に気付くことができたことを
報告している。一方で，本調査の結果からは，児童生徒
が学習状況やキャリア形成を見通したり，振り返ったり
するものまでには十分に至っていないことが推測され
る。山崎・山下（2021）は，教科等横断的視点による指
導の実践を報告しているが，課題として，キャリア・パ
スポートの活用における見通しや振り返りの充実を指摘
している。本研究においても児童生徒の学習状況やキャ
リア形成の見通しや振り返りについては違いが認められ
なかった。

２．今後の課題
　キャリア・パスポートを活用した対話を通して児童生
徒自身の学びや育ちへの気付きを促す重要性が示唆され
たが，教師側の対話におけるポイントや働きかけについ
て，今後，実践研究や質的な研究によって検討すること
が必要である。

付記
　本研究は，科学研究費補助金（基盤研究（C）21K 
02678）の助成を受けた。
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